
食肉衛生現場からみた牛白血病の現状 

 牛白血病は、リンパ系細胞の腫瘍性増殖により全身のリンパ節や様々な臓器に腫瘍病変が現れ
る疾病で、家畜伝染病予防法において届出伝染病に指定されています。 

 近年、牛白血病は全国的に増加傾向にあり、全国のと畜場におけると畜検査で発見される数も
増加しています。と畜検査で発見された場合は、と畜場法に基づき全部廃棄などの処分を行うので、
牛白血病を発症した牛が食肉になることはありません。 

 当検査所では、牛白血病の増加に対応して「牛白血病検査マニュアル」を作成して、病理組織学
的検査などにより迅速かつ的確な診断を実施しています。 

 また、当検査所で発見した牛白血病発症牛について疫学調査なども行っています。 

  

岐阜県食肉衛生検査所 

月齢別牛白血病発見頭数及び発見率
（平成１８～２３年度）
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延髄

肺及び
肺門リンパ節

３７．７％

腸間膜リンパ節
４３．１％

内腸骨リンパ節
５５．２％

心 臓
８１．１％

胃及び
胃門リンパ節
２６．９％

腎臓及び
腎門リンパ節
５０．１％

肝臓及び
肝門リンパ節
２４．２％

浅頚リンパ節
１０．９％

腫瘍病変の臓器別発生率（平成１８～２３年度）

腸骨下リンパ節
１０．７％

横隔膜筋部

その他のリンパ節
２８．１％

筋 肉
２３．２％

その他
２４．１％

※ と畜検査時の発見であり、発症牛の全臓器について確認したものではない。

牛種別、性別牛白血病発見率（平成１８～２３年度）
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牛白血病発症牛の６．１％にみられた（平成１８～２３年度調査）

最終生産地別牛白血病発見率（平成１８～２３年度）
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牛種別、性別ＢＬＶ抗体陽性率
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牛白血病無発症牛の牛白血病ウイルス（ＢＬＶ）抗体保有状況調査
（平成１９～２１年度）

年度別牛白血病発見頭数及び発見率

年 度

0.03%
0.08%

0.11% 0.09%

0.01%
0.04%

0.20%
0.24%

0.28%

0.58%

0.51%

0.57%

0.80%

0.85%

0.0%

1.0%

7
17 21

13 1 4

27
35

43

84

64 62

79 81

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

発

見

頭

数

発

見

率

大型の幼若リンパ球様の腫瘍細胞が視野の殆どを占め、
単調な印象を受ける。

小 (成熟）リンパ球、中～大型（幼若）リンパ球、形質細胞、
好中球等様々な細胞が見られ、多彩な印象を受ける。

白血病のリンパ節：無構造で脆弱

リンパ節炎：リンパ節固有構造が見られる。

形質細胞

幼弱リンパ球

小リンパ球

好中球

好中球

大型リンパ球様の腫瘍細胞
（切れ込み像）

スタンプ標本
（ヘマカラー ×４００）

スタンプ標本
（ヘマカラー ×４００）

リンパ節所見（内腸骨リンパ節）

腫 大

正 常

脆弱、出血、壊死

腎臓所見

腎門部にできた腫瘍

腎臓周囲の腫瘍
尿管の腫瘍化

白色結節状腫瘍

心臓所見

心臓外側を覆う腫瘍

右房室弁（三尖弁）にできた腫瘍

心臓（ＨＥ染色 ×４００）

心筋線維間に大型の幼弱リンパ球様の腫瘍

細胞が増殖して心筋線維を圧迫。

腎臓（ＨＥ染色 ×１００）

皮質の間質に腫瘍細胞が増殖して、尿細管や糸

球体を圧迫。

病理組織所見

内腸骨リンパ節（ＨＥ染色 ×４００）

一部にStarry Sky像（ﾏｸﾛﾌｧｰｼﾞが白く抜けて見え

星空像を呈する）が見られる。。


